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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は導電性高分子の電気伝導機構に 関する研究の成果をまとめたもの で , 6葺か らな っ て い る｡
第 1章 で は導電性高分子が電気材料と し て画期的なもの であり , そ の電気伝導機構の解明が極め て重
要な意味を持っ ことを述 べ , 従来 の研究報告を総括する ことにより, 研究の背景と問題点を明らか に し,
本論文の目的と意義を述 べ て い る｡
第2章で は最も単純な構造を持 つ鎖状導電性高分子 ポリ ア セ チ レ ン の フ ォ ト ル ミネ ッ セ ン ス の測定を
行い , そ の性質を明らか にするとともに , 光助起状態が ソリ ト ン モ デ ル で説明できるかどうかを検討し
て い る｡
第3章で は , 複素五員環系導電性高分子 であるポリチオ フ ェ ン を取り上げ, そ の ド ー ピ ン グ特性とそ
れに伴う性質の 変化を測定し, そ の結果をポ ー ラ ロ ン , バ イ ポ ー ラ ロ ン モ デ ル で検討 して い る｡
第4章 で は縮合環系導電性高分子であるポリ ア ズ レ ン の性質とその ド ー ピ ン グ依存性を測定し, 特異
な電子帯構造と, ド ー ピ ン グ効果の機構を検討して い る｡
第5章で は, 導電性高分子の放射線照射効果と, 放射線誘起 ド ー ピ ン グ現象を測定 し, そ の 機構 を検
討するとともに , こ れを用 いた放射線検知素子の可能性を調 べ て い る｡
第6章 で は, 本研究の成果を総括し, 本論文の結論をの べ て い る ｡
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論 文 の 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は導電性高分子 の電気的 , 光学的, 磁気的性質とその ド ー ピ ン グ効果を実験に より調 べ , そ の
詳細を明らかにし, 電気伝導機構に つ い て検討を加え たもの である ｡
すなわち, まず導電性高分子と し て最も単純な構造を持ち , 基底状態が縮退して い るポ リ ア セ チ レ ン
の ミ ネ ッ セ ン ス を測定 し, シ ス型 ポリ ア セ チ レ ン に お い て , 近赤外部に新し い発光 ピ ー ク を発見す ると
ともに , 従来発光しな い と考えられてい た トラ ン ス型に於ても1.2eV付近に発光が ある こ とを見 い だ し
て い る｡ さらに特異な ド ー ピ ン グ効果が存在する ことも明らか に して い る ｡ こ れ等 の結果か らポリ ア セ
チ レ ン の光励起状態 は単なる ソ リト ン モ デ ル で は説明 できな い ことを明らかに して い る｡
次に , 極 めて安定 である複素五員環系導電性高分子で あるポリチオ フ ェ ン を合成し , 導電率 , E S R,
光吸収 , ル ミ ネ ッ セ ン ス とそ の電気化学的及び化学的 ド ー ピ ン グ効果を測定し, 特異な ド ー プ量依存性 ,
ヒ ス テリ シ ス , 消光現象等を見い だして い る｡ そ の結果を非縮退系の概念 であるポ ー ラ ロ ン , バ イ ポ ー
ラ ロ ン を導入 して考察し, そ の実像 , ダイ ナミ ッ ク ス を明らかに して い る｡
ま た , 7員環と5員環から成る縮合環を構成単位とするポリア ズ レ ン が中性状態 で多量の ス ピ ンを有
す ること, ド ー ピ ン グが 2段階に進行 し, E S Rス ピ ン密度, 光学吸収も特異なド ー プ量依存性を示す
ことを見い だ し, 特徴的な バ ン ド構造モ デ ル を提案して い る｡
さらに , 各種 の導電性高分子に放射線を照射 してそ の影響を調 べ , 導電性高分子が良好 な耐放射線性
を示 し, 特に ド ー プ した高導電状態 で優れた特性を示すことを明らか にして い る ｡ 一 方, 通常 ド ー バ ン
ト と して有効 でな い第2 の物質の存在下で放射線を照射す ると , 著 しい導電率 , 吸収ス ペ ク ト ル の 変化
が生ずるこ とを見いだ し , こ れを誘起 ド ー ピ ン グ効果で説明したが , こ の 効果を用いて放射線検知 が可
能である ことも明らかにして い る ｡
以上 の ように本論文は , 導電性高分子 の電気的 , 光学的, 磁気的性質とその ド ー ピ ン グ効果 の現象を
詳 らか にし, 導電性高分子の電気伝導機構を解明するとともに , さらに新しい機能応用の 提案をも行 っ
て おり , 電気工学上寄与するとこ ろが大きい ｡ よ っ て本論文は博士論文 として価値あるもの と認める ｡
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